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★ ８月 の 活 動 予 定 場所：子育てひろば

【げんきっず】

活動サークル 日 程 及 び 活 動 内 容

げんきっずデイ
《１０時～１２時》

・3日（火）・１１日（水）・１７日（火）

・２４日（火）…身体測定が出来ます。
※利用の際は前日までにご連絡ください。

親子サークル
《１０時～１２時》

手芸サークル
《１０時～１２時》

【パッチワーク作り】・１２日（木）

※初めての方はご連絡ください。

◆パッチワークや小物作りの好きな方が集まり、それ

ぞれ作りたいものを持参して作っています。興味のあ

る方はぜひ参加してみませんか？連絡をお待ちしてお

ります❣

クッキング

サークル
《１０時～１２時》

【今月のおすすめメニュー】・２１日（水）

♦子どもの人気メニューや季節のおすすめ

料理・離乳食を紹介しています。

前日までにお申し込み ください。

ボランティア
《９時～１２時》

・３日（土）・１０日（土）・１７日（土）

・２４日（土）・３１日（土）

※学生・一般の方が参加できます。

※毎週、水曜日までに申し込みください。

育児相談《１０時～１６時》

【随時対応】
♦子どもの育ちや不安に感じる事など話して

みませんか？ 子育てのヒントになるかも

しれません(o^—^o)

※風邪の症状があったり、家族の中で風邪を引いて

いる方が いたりする場合はご遠慮ください。

※流行性感染症防止の為、活動が中止になることもあります。

・５日（木）『廃材を使って遊ぼう』

◆春に植えたじゃがいもを収穫します。

汗や土で汚れることが予想されますので、

着替え等の持参をお願いします。

・２６日（木）『ボールハウスで遊ぼう』

◆体を動かしますので、タオルや飲み物を持参してく

ださい。

※利用の際は３日前までにご連絡ください。

いよいよ秋到来！…と言いたいところですが、まだまだ残暑厳しい９月。それでも少しずつ日の入り時間が早くなり一歩一歩秋が近

づいて来ているようです。少し過ごしやすくなった眠る前の時間、お子さんに絵本の読み聞かせをしてあげてはいかがですか？

安心できる大人のそばで、ゆったりと絵本を見るのも親子の絆が深まる大切な時間になると思いますよ。

《０歳児２か月～６か月ごろ》
はじめての絵本≪ファーストブック≫は色がはっきりしてるもの

を選びましょう。特に赤、黒、白色がはっきりしている絵本を選ぶ

と良いそうです。

『じゃあじゃあ びりびり』

赤ちゃんの最初の本として大人気！「じどうしゃ、

ぶーぶーぶー」、「いぬ、わんわんわん」など

たくさんの音が詰まっています。

《０歳児６か月ごろ～１１か月ごろ》

首が座ってくる頃からは、繰り返しのある絵本の読み聞かせ

で、たくさんの言葉をかけてあげてください。

『しましま ぐるぐる』

赤ちゃんの大好きな擬音語が多く使われています。

色もはっきりしているので赤ちゃんが

注目しやすい絵本です。

乳幼児期からのおすすめ絵本

《１歳～２歳ころ》

普段の生活の中にある身近な部分がテーマとなっている絵本か

ら選んでいくと、より子供達は絵本の世界に入ることが出来ます。

内容が想像しやすく、共感性も高くなりますよ。こうした体験を積

み重ねていくことで、知識の幅がぐんと高まり、言葉や物語の面白

さをより体感できるようになります。

『きんぎょが にげた』

子どもが好きな探し遊びで、絵本の中の金魚探しに

夢中になること間違いなし！テンポよく見れる絵本

です。

『はっはっはくしょーん』

次はどうなるのかな？とどんどん興味がわく絵本で

す。声のトーンに強弱を付けて読んでみてください。

子ども達もまねっこしたくなると思います。

《４歳～５歳》
日常生活のあらゆることが自分でできるようになり、ぐんと

成長を感じるようになります。また、お友達も増え人間関係が

広がるので、活発な感情表現や自己表現をすようになるのもこ

の時期です。様々な体験を通して日常生活を送ることにも慣れ

てくるので、内容がしっかりしていて好奇心がくすぐられる絵

本でさらに知りたいという学びの意欲を高めていきましょう。

『なぞなぞのみせ』

商店街にあるお店、文房 具屋さん、本屋さん、

ケーキ屋さんなど、女の子とおばあちゃんが次々

と立ち寄るお店の中の様子が事細かに描かれてい

てその中からなぞなぞの答えを探していきます。

『ママがおばけになっちゃった！』

突然、“おばけ”になってしまったママ。一番

心配なのは、4歳になる息子のかんたろうのこと。

夜、１2時をすぎると、ママはかんたろうの部屋

《3歳～４歳》

語彙が増え、言葉をたくさん話すようになります。また、様々な

体験を通して知識が増え好奇心がぐんと高まるのもこの時期です。

こうした時期にストーリー性がある絵本に触れると、子供達の好奇

心がフル回転し、「この先どうなるんだろう！」というワクワク感

が増します。こうした体験を積み重ねることで、豊かな想像力や表

現力を育むことが出来るでしょう。

『おふろだいすき』

おふろで繰り広げられる、楽しいファンタジー。

子どもの空想をそのまま抜き出したようなお話で

す。温かい気持ちで読み終えることができます。

おふろが待ち遠しくなるお話です。

『ねるじかん』

なかなか寝ようとしない男の子。すると、ドアが

曲がって見えたり、窓の外に何かが飛んでいたり、

迷子の恐竜がいたり…と不思議なことが次々に起

こります。子ども達だけに見える夜の世界はワク

《２歳～３歳ころ》
2歳児期は、想像力や豊かな感情を養う上でとても大切な時

期です。さまざまな言葉に触れることで語彙力が向上し、たく

さんの物語と出会うことで知識や考え方も広がっていきます。

『ぜったいに おしちゃダメ？』

押しちゃダメといわれると、つい押したく

なる子どもの好奇心を刺激しながら、一緒

にふしぎな世界に入り込める作品です。

ボタンを押すと何が起きるのかな？

『ふたごの たこたこウィンナー』

隠し絵と言葉遊びが楽しめる絵本です。

双子のたこウィンナーが、逃げ出しました。

たこウィンナーは、見つからないように

色々なところに隠れます。たこウィンナー

が逃げ込んだところはどこかな？


